
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

 

 

                                       

 

 

 

 

 
 梅雨時期で湿度も高く気温が高い日も続き、体調管理が大変な時期となりましたが、皆様いか

がお過ごしでしょうか？ 

  

 今回は、当施設のリハビリテーション(以下リハビリ)のご紹介をいたします。当施設は介護老

人保健施設(以下、老健)という介護保険施設の仲間のひとつです。老健は“在宅復帰の支援”と

“在宅生活の継続支援”をする施設とされています。 

 

 老健は、泊まりながら行う「入所のリハビリ」、自宅で生活し通いながら行う「通所のリハビ

リ」、短期間施設に泊まりながら行う「ショートステイのリハビリ」、リハビリスタッフがご自宅

に訪問し行う「訪問のリハビリ」があり、生活で必要な心身の機能の維持向上や生活動作の訓練、

生活環境の調整、在宅や施設の生活の課題や目標を踏まえたリハビリを行います。 

 

入所・通所・ショートステイ・訪問のリハビリをその人それぞれの希望と必要性に応じて組み

合わせることで、“在宅復帰の支援”と“在宅生活の継続支援”を行い、住み慣れた地域で、その

人らしく豊かな生活が送りつづけられることが、私たちの目標です。顔馴染みのあるスタッフが

関われることも大きく、利用される方の安心感にも繋がるのではないかと考えています。 

 

 これからも老健の特色を活かした当施設のリハビリを行い、より利用者や家族に寄り添えるよ

う、スタッフ一同頑張って参ります。これから夏本番ですが、どうか皆様お元気でお過ごしくだ

さい。 
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「老健の特色を活かし、より利用者や家族に寄り添える

リハビリテーションを目指して」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日は何の日 

～7 月 9 日 浅草寺ほおずき市～ 

毎年 7 月 9 日、10 日は、東京・浅草寺でほおずき市が開

かれます。7 月 10 日は、お詣りをすると 4 万 6000 日分

の功徳があるといわれる「四万六千日」の縁日。江戸時代、

われ先に参拝しようとする人たちが前日から訪れるように 

なったため、9 日、10 日の 2 日間になったそうです。 

ほおずきは観賞用のほかに、食用もあります。栄養豊富で生

活習慣病予防にいいといわれています。 

 

レクリエ【2022】7・8 月号より抜粋 

レシピ集 

 

今月の予定 

7（木） 七夕 

12（火） 誕生会 

9（土） 夏祭り（デイ） 

14（木） 夏祭り（3・4F） 

15（金） 夏祭り（5・6F） 

栄養科イベント食が始まりました！ 

各フロア月 1 回、栄養科の職員がフロアに行き、食事を

直接提供したり、ご利用者様と一緒に作ったりします。 

5 月はおでん、6 月はおやつにあじさい寒天でした。 

皆様おいしそうに召し上がっていました。 

 はんぺん 

ください 

＜あじさい寒天＞ 

白餡をいろいろな味の

寒天でつつみました。

できあがりを見て、 

歓声があがりました。 


